





































前回まで 


カムイ伝®) 


藩財政の窮乏打開策として目付 橘軍 太夫の提唱する、'非常法"が採られたことにょって、彼，氷プ f ご藩 
内対立勢力であった城代家老 三角重 太夫を職落とし、藩の事実上の権力を掌中に 

てかねてから城代家老の経済的支柱であった夢屋の存在む•播経済界の一線から退き、目付軍太夫と糸ロロモす 
る 御用商人蔵屋の立場は、 いよいよ 確固たる地盤を得た力であった。 ル，… 

同時にここに藩窮乏財政打開策が新たにスタ—卜したわけであるが、その具体的施策である藩札制度^^ 
そ れがい ざ実施されてみると、たちまち諸物価高騰の事態を招いただけでなく、その応機決策としてと^れ 
た増札も、さらにその悪化を煽るだけのものでしかなかった。こうして領離済は急速に混乱に陥り、^^ 
i 生活は“しぃ苦境に追ぃ込まれてぃった。とりゎけ、この事態に最も大きな打撃をこっむった:で；1，、 
それに、他領からの出稼人夫らであった。百姓はその生活をつなぐためにやむなく年貢を 
に残された保有米はもちろん、来年の作付けに備えたはずの種粗さえも吐き出し二!^;暂二ず 
夫=の場合は藩の他領への正銀持ち出し禁止の方針によって、藩札の銀札への交換を拒まれ、実質的に帰 
二され:の=る。ここに彼らの怒りと不安が機し、っぃに打ち毁しの勃発となって現ゎれたの 

で m 。 でこの暴動鎮圧にあたって、そこに非人らの活躍が要求されたことは、先の差別強化=== 
らに押し推め一般の町人.百姓等と彼らとの溝をさらに深くせしめ、身分制度の徹底をのそむ権力君こ 
二、？ゴ l の s 速な進展でぁった。また、夙谷の者らが、こぅした権力者への協力の中にし力，=拠 
り処を得られなぃところに、社会のしくみのぉそろしさと悲劇の根元がぁるのでぁる。そして、夙，の，了 
人の例外者であり、その並すぐれた能力と決意によってこの群から個人的に飛躍し得たはずのカムイ^ご、 
結 s は同じ次元の中のものでしかなかったことからしても、そ，:み:網==忠 
得なかったし百姓娘との恋に陥った ツク テに対する非人たちの锭裁きにしても、そ一で裁かれる者カノご 
テであると寺に.、差別のしがらみに組みふせられた自分自身であるといった皮相でしかも綱11的な世界 

浮き出さずに はいない のである。 』1上」#ム， 

藩札制度は、札 W 直の著しい下落によって、ただでさえ領内経済を悪化させていた2 
へ新たに大量のニセ札の流出が加わったことからますます混乱の度を深めていった。ミ^ i 日 
藩経済を収拾不可能な状態にまで陥れ、そのことを利用して蔵屋の失墜、さらには藩権力に対抗し恃 
を奪回しよぅとする夢屋七兵衛の策謀と暗躍がぁるのでぁるが、名ばかりの家老職は保っても叙その実ラを 
三角‘夫がこれに手を携えなぃはずはなく、さらに彼はぉの 
は、この混乱の中でとうぜん予想される百姓たちの一揆さえも、その絶好の機云として利用しよつとる足し 

二 St け4°一揆に立ちあがったゴンら若者組の者らの眼に、正助の立場が一見消極的に映ったご^し 
れないのは実は正助が城代のその面の心底を悉知していたからにほかならなかったのだ。夥しい犠 f きと 
もなう目前の権力へのきびしい反抗が、敵対する別の権力を結果的に支援することになる、 その^と、、 ど5ん 
たのであった。だが、若者組の者らの成長は、正助のその懸念を乗り越えるほどの，匕さ I 見，、た』二 
誰に利用されようと一揆はあくまで自分たち百姓のもの"とするのであった。こ」-土ってはしめて、正助 
も彼らとそのネ了動を— * つにしたのであった。 

いっぽう、目付、蔵屋の実権派の用心棒的な立場にありながら、いまや時として彼こを= に 

藩内事情に長けた玄蕃は、城代の意図をいち早く読みとり、あるいは-揆を予想して彼らを大き動ゝ、= 
ぽう ひそかに 実兄である目付橘軍太夫を暗殺してその権力を掴み取ろうと策しているよつ ャ u ハ 
カサグレの口から吐かれ、玄蕃にあっては重ねて吐かれる、、権力は奪い、ぶ々"の目某には二^二 
搾取の意味のほかに、なにかしら不気味なものをも感じられるのである。だが、カサクレ^こ、っ姑= 
遙 のこうした野心と、自分を葬り去ろうとした事実を知らされた橘-馬が今後どのよつに自 m、、ft 
向かうかまた、正助ら百姓の生き方に心を奪われながらも、決然としてふたた ひ 武士として生きよつ決 
パ、、した竜之進が今後どのような道をとるか、いまはまだこれらは不明である。 


月刊漫画 ガロニ月号 ； s ノ 

カムイ伝 ㉚ 白土三平51 
二岐溪谷つげ義春 d 
鬼太郎夜話⑨水木しげる ( 211 ) 1 


M 三等陸尉 

W 凹山三助の憂欝滝田ゆぅ (18 一 

一風太郎池上遼一 (165) ™ 

一 悪徳 W 不幸 つりたくにこ (139) 一 

一おお、暁の光に林静一_ 

一勝又進作品集⑳勝又 進}1 
1 その 一 (107 W 
| その二 (2041 

一つげ義春論ノ —卜石子順造 (103) 

ゆ I 存在論的反マンガ I ^ 

I 目安箱 ㉟ 上野昂志 
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表紙絵•白土三平 



〈ガロ〉 特別 セール 案内 


バックナンバーの部 

今、全国で爆発的な人気を呼んでいる 
白土三平の大河マンガぐカムイ伝〉は 
39年12月号から本誌に連載されていま 
すが、これをはじめからお読み下さる 
方々のために、バックナン’バーの特別 
割引セールを実施中です。 

〈ガロ.在庫セット〉 

41年4月号〜42年1月号 

10册 • 1組特価1,300円 
(亍1組 • 100円） 

セットのほかに、1冊でも分売いたします。ただ 
.し、41年3月号までは品切れです。 （ 1冊送料共150円） 


新刊予約の部 

月刊雑誌 “ガロ” を、 少しでも安く、 
L かも 続けて読みたい方々の ご要望に 

こたえて、次の通り特別予約セールを 
実施いた L ております。 

〈 A コース〉 6力月分予約前納の方 
には、800円に割…の 上.、 「白土三平 
傑作選集」（130円）を無料進せします。 

< B コース〉 1力年分予約前納の方 
には、1，600円に割引の上、白土三平 
の単行本を1 冊 無料進呈.いたします。 

★郵便料金の値上げに伴い、今後の'ご■予約には 
送料 （A コース *100 円、 B コ•一た200円).を巾し 
受けることになりましたのでご諒承下さい。 


申込先 • 東京都千代田区神田神保町1の55 


愛読者の渴望に応えてバックナンバー再版 

第1册〜第6册 (第 1 回〜第彳 2 回 〕 頒布中/ 

早くも三年余の歳月を数えた白土三平先生畢生の 

大作「カムイ伝」を第1回からこの機会にぜひ/ 

ーカムイ伝再版促進会—— 

カムイ伝の第1回から第12问までを、6分冊にして再版しました。 

) 第1 册 （カムイ伝①②）から 第 6, 册 （⑪⑬）まで全巻頒布中です。 

カムイ伝の再版（第一次）は、一応これでおわりました。これは、 
希望者頒布.限定出版で、苦席では一切発売しておりませんので 、\ 

S 誌代（送料含む）を添えて、直接下記へお申込み下さい。 

なお、5分冊とも「ガロ」の本誌と同じ B 5判です。 

頒価各册230円〒20円（切手も可•但し1割増） 

申込先. 東京都千代田区神田神保町1 一 55 青林堂 内 カムイ伝再版促進会 


カム1伝が第1回から人手できます/ 


一 81 一 
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w 歩道と車道の 
「民主主義 


臓 



ぴかぴか光ったジュラルミン 
の盾、警棒、灰色の装甲車とい 

ったものは、マスコミや良識あ 
る人々の好んで口にする「民主 
主義」という言葉を常にあらわ 
にして しまう のである。それら 
のものは、「民主主義」という 
言葉とそれに付与されていた様 
々のィメ I ジとの間を一瞬ょぎ 
って突出する。ここにおいて、 
盾や警棒などの物は、「民主主 
義」という言葉を具象化する物 
であると同時に、「民主主義」と 
いう言葉を裸に、ただの言葉に 
むきだしにして しまう ものでも 
あるのだ。 

このことは何も.「民主主義」 

の内実 f 失われたなどという現 
象ではなくて、現代の「民主主 
義」の実質とは、たかだかその 
程度のものに過ぎない ことを 意 
味しているのである。それを、 
あたかも山の彼方の空遠くに住 
む，理想像のょうに「憲法」 を理 
念的に解釈して、日本ではまだ 
「民主主義」が.実現されていな 
いとか、憲法が犯されていると 
いう風に論ずるからおかしな こ 


とになって しまう のである。所 
.詮、そのような論議は、国家権 
力による「民主主義」の量、的縮小 
に対して量的拡大を目指すもの 
に過ぎないのであって、体制内 
とりひきで しかないのだ。体制 
にとって、そのような論議は、 
その体制が「民主主義」である 
ことを示すためにも必要不可欠 
なものなのである。 

11月12日の羽田空港では、片 
や夕—ミナ ルビル 屋上で自民党 
青年部を中心とする「佐藤訪米 
応援団」が「佐藤総理がんばれ 
/•」の喚声を上げると：片や.送 
迎デッキに陣取る社共両党の抗 
議団が「訪米反対/」のシュプ 
レ ヒコー ルを していた そうだが、 
この羽田空港の情景こそ「民主 
主義国家日本」を象徴している 
のである。体制にとって「応援 
団」は必要だが、それが「民主 
主義」であるためには、合法的 
な反対者も又、必要なのである。 
といって、合法的な反対自体が 
無意味なのではない。ただその 
ような反対が、合法の枠内にあ 
る限り、それによってせいぜい 


可能なのは 体制 内改良でしかな 
いという 自明の mIK を知る必要 
が あると 言いたいのだ。合法闘 
争が.政治的現実において.一定の 
意味を もち 得るのは、それが、 
所詮、 体制 内改良でしかない と 
いう痛覚をもって行われ、それ 
を超える闘争に対して開いた M * 
係をもつ とき だけなので ある。 
その痛覚をもたないものが、意 
識的にせよ無意識的にせよ自か 
らを 反体制と 位置づける時、そ 
れ自身、最初は悲耕的な、以後 
は喜劇的な、体制の飾り花でし 
かあり得ないのだ。 

安保から日韓を経て 10 .8、 

11.12羽田闘争への時間の経過 
は、警備体制に焦点を当ててみ 
れば、その強化の過程であった 
と言え^だろう。警棒、防石網、 
催涙弾、 ジュラルミンの盾と い 
う武器の量的増大と質的強化と 
いう目に はっきり 見る ことので 
きる変化は、 そのまま 国家権力 
の暴力的本質を外化したものに 
ほかならない。遂に、それに相 
対する私達は、警棒や催涙弾に 
直面する ことによって 私達 内部 
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に.凝縮していた幻想から自由に 
なる。その時私たちは、自身の 
内部において「民主主義」神話 
を放棄しているはずである。 

ところで、現在の「民主主義」 

は、その内実である強権を常に 
警棒や催涙弾を通じて表現する 
わけではない。「朝日ジャ—ナ 
ル」 11 . 26 号で、 11 月 12 日昼す 
ぎに高速道路入口で京浜急行の 
定期バスを止めた機動隊の隊長 
が、約 30 人の学生風乗客の検問 
結果を聞きながら、「おとなしい 
ところからすると民青系らしい 
な。かたまらないようにして、 
デッキへ上げてやれ」と確信に 
みちた指揮ぶりをしていたと報 
じているが、ここに「民主主義」 
のもう1つの表現がある。即ち、 
•「俺たちはデモそのものを禁止 
しているのではない。ただ暴力 
デモがいけないのだ」という論 
里である。そして、マスコミや 
良識ある人々がよりかかるのも 
又、こ.の論理にほかならない。 

「聖域」の設定、コ.—ス変更、 
'「静かなデモ」「暴カデモ」等々 


様々の「許可，の暴力」の行使の 
果に、この論理がとりだされた。 

この論理をわかりやすく言え 
ば、「言う通りにしていろ、そ 
.うすれば悪いようにはしない」 
ということに 過ぎないのである。 
従って、その言葉の裏には当然 
「言う通りにしない奴は、叩き 
殺す」 という 意味が含まれてい 
るのは御承知の通りであって、 
いずれにせよ強権の本質が透け 
て見えるはずである。ただ、警 
棒と催涙弾による露骨な表現と、 
「言いつけを守る子はいい子」 
という婉曲な表現との幅の中に、 
今になっても「民主主義」神話 
のはび こる 余地があるのだ P 

ところで、「言う通りにして.い 
る限り悪いようにはしない」と 
いう強権の論理は、デモの隊列 
に向ってだけではなく、歩道を 
埋めて'いる「見物人」.の内部を 
も貫いているのである。かすみ 
網を想わせるグリーンの防石網'、 
催涙弾、警棒で身を固めた機動 
隊とぶっかる路上のデモ隊と、 
固まリ合い首を伸ばして事の成 


行きを眺める歩道上の群衆とを 
等しく とらえている 国家権力は、 
その質において何ら変りはない。 
にもかかわらず、一方が「暴徒」 
としてなぐられ、他方が「一般 
大衆」として扱われるのは何故 
か。それは、「言う通りにしてい 
る限り悪いようにはしない」と 
ぃう強権の論理が、歩道上の人 
人の内部で「あそこであんなこ 
とをしないかぎりなぐられない」- 
という言葉に置きかわっている 
からに過ぎない。 

「一部暴徒と一般大衆」とい 
う対立の図式を支えているもの 
は、強権の論理でしかないのだ 
が、その対立の溝を極大に表現 

しているのがマスコミであり、 
極小に見えるのはデモか行われ 
ている現場である。 

警備車のマィクから、まず「-通 
行中の皆様、まもなくこの附近 
をデモ隊が通りますので、歩道' 
に止まらないで歩いて下さい」 • 
という声が流れる。ところが実 
際にデモの隊列が見えはじめる 
と「見物人」は車道に.まで走り 


だしてその光景を見に行く。そ 
の時になると、機動隊は「一，般 
大衆」を車道に出ないょうにす 
るだけで手一杯という状態にな 
つてしまう。歩道を歩くことか 
ら止まることへ 止まつている 
状態から車道へ歩み出るという 
「見物人」の動きは、そのまま 
デモ隊の動きに対応しているょ 
うに見える。だが、それは今の 
ところ機動隊を中にして平行的 
に対応しているに過ぎないので 
あって、その限りにおいて強権 
の分割作戦は、私たちの内部で 
衣然として力をもつているとい 
わねばならない。しかし、デモ 
鎮圧にヒ X テリカルにさえなつ 
ている強権な、歩道上の「一般 
大衆」の動きに対してもヒステ 
リカルな反応を示しはじめてい 
ることに、私たちは気付くので 
ある。その強権の表情は、今後 
更に一層激しい弾圧に移る姿勢 
をあらわにしていると同時に、 
意識されざる深甚な恐怖をもあ 
らわにしているのである。 

(67年11月20日):- 
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ガロ/白土三平パ水木しげる/を論じた批評を収録/ 


开〇の世界 

発売中/ 

定価150円 • 亍30円 

A 5 判 • 102頁 

ガロ創刊以来' 各新聞.週刊誌 • 雑誌. 
同人誌に発表されたガロ関係の論文•記 
事 養読者の要望に応えて一冊に収録いた 
しました。部数に制限がありますので、 
お早めにお近くの書店か、直接当社宛に 


本書の一 部内容 

鶴見俊輔「ガ ロの 世界」 

藤川治水「白土三平の世界， 

佐藤忠男.「白土三平の漫画発想」 

秋谷重男「残酷 マン ガと唯物史観 
渡辺…衛「子供 マン ガの 芸術論 
山形大学工学部新聞「白土三平論序説 
日本読咨新聞「白土三平氏を訪ねて： 

京大新聞て役行者と白土三平 
佐々木守 「ロマンの 回復」 

日本読捭新聞「水木しげるインタビュー」 
週刊大衆「幻想と怪奇を描く水木マンガ」 
朝日新聞「泥絵具の幻想を復活」 

大淼暎児「水木しげるの グロテスクな世界 


お申込下さい 


東足都千代田区神田神保町1 — 55 害林堂 「ガロの世界」 


係 


漫画の未来を洞察する研究評論誌 

授画 王 St 第4号 

サイレント•マンガの可能性②••……… .. ……，'•石子:順造 

戦記マンガの 精神構造 ②…… ••••• . . ..梶共 純 

つげ義春「赤い花」、その〈不安〉の放棄. ... •.•菊地浅次郎 

股旅マンガは何処へ行く . . .. . . 権夢 皿 

井 1 _ ti 洋介の描線について • . 谷1 1 j 1 一. 

劇画にふれて ... 桜井旦一 

辰巳ヨシヒロ 

____ _ _ _佐藤まさあき 

カムイ外 の 視角 . . .. 松 哲夫 

忍者武芸 帳 〈影 丸 伝〉私論 . : 良 山サトノ 

「パットマン X 」の痛苦を知れ/ . . .. 二.•…新崎 智 

►白土 三平作 品リス ト② 

►賴主義運動情報•書評 II は』:^、. ば5、 

■ A 5判. 72頁 • 定価150円（送料40円）ハ本ます梅花制 hl 廊、銀座.夢 十 “由■でも取扱， 

本誌ご希望の方は誌代を添えて直接下記宛お申込み下さ い。 

漫画主義発行所= 

東京都新宿区十二社420鹿又アパ ー ト内 
、~84— 

_ 
















